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地
下
水
位
の
変
化
、

国
保
の
都
道
府
県
単
位
化
を
問
う

地
下
水
位
常
時
観
測
計購

入
時
の
保
証
は
？

　

議
案
第
29
号
、
平
成
29
年
度
座

間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て
、
歳
入
で
地
下
水

保
全
対
策
基
金
を
繰
り
入
れ
、
地

下
水
位
常
時
観
測
事
業
費
に
充
当

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
市
内

６
カ
所
の
井
戸
に
設
置
さ
れ
て
い

る
自
動
記
録
式
地
下
水
位
計
の
う

ち
の
二
つ
の
修
繕
を
行
う
た
め
の

事
業
費
と
聞
い
て
い
ま
す
。
地
下

水
位
常
時
観
測
事
業
と
は
、
地
下

水
位
の
測
定
と
予
測
を
通
じ
て
地

下
水
量
保
全
施
策
の
基
礎
資
料
と

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す
。
第
四
次
座
間
市
総
合
計
画
、

座
間
市
地
下
水
保
全
基
本
計
画
に

掲
げ
る
地
下
水
を
将
来
に
向
け
て

保
全
す
る
た
め
に
は
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
重
要
な
事
業
で
す
。

本
市
の
地
下
水
位
の
変
化
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

次
に
、
議
案
第
30
号
、
平
成
29

年
度
座
間
市
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険
制
度

関
係
業
務
準
備
事
業
費
補
助
金
１

３
４
６
万
９
千
円
は
、
国
民
健
康

保
険
の
運
営
主
体
が
平
成
30
年
度

に
現
行
の
市
町
村
か
ら
都
道
府
県

に
移
管
さ
れ
る
上
で
、
今
年
度
中

に
情
報
集
約
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の

事
業
費
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度

の
新
制
度
施
行
に
向
け
て
の
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
い

　

地
下
水
の
か
ん
養
と
管
理
・
地

下
水
位
常
時
観
測
事
業
費
に
つ
い

て
、
地
下
水
位
常
時
観
測
計
に
万

が
一
誤
差
が
生
じ
る
と
ど
の
よ
う

な
不
都
合
が
出
て
く
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　

ま
た
、
観
測
計
の
初
年
度
の
設

置
時
期
と
購
入
し
た
と
き
に
何
年

間
か
の
保
証
が
つ
い
て
い
た
の
か

伺
い
ま
す
。

　

環
境
経
済
部
長　

地
下
水
位
常

時
観
測
計
の
誤
差
に
よ
る
不
都
合

に
つ
い
て
は
、
目
標
地
下
水
位
の

監
視
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
そ
の
数
値
を
放
置
す
れ

ば
、
地
下
水
保
全
基
本
計
画
に
基

づ
く
今
後
の
地
下
水
量
の
計
画
的

な
管
理
に
も
影
響
が
出
て
き
ま
す
。

　

観
測
計
は
、
平
成
23
年
３
月
に

設
置
し
、
初
年
度
購
入
時
の
契
約

で
は
保
証
に
関
す
る
事
項
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
の
契
約
を

行
う
際
に
は
協
議
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

▽
議
案
第
29
号　

平
成
29
年
度
座

間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

企
画
財
政
部
所
管
事
項
、
財
政

調
整
基
金
繰
入
金
に
つ
い
て
「
次

回
定
例
会
で
の
補
正
予
算
に
つ
い

て
は
現
在
準
備
中
で
あ
る
と
思
う

が
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
見

通
し
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

自
民
党
・
い
さ
ま
（
竹
田　

陽
介　
議
員
）

日
本
共
産
党
（
星
野　

久
美
子　
議
員
）

　
害
弔
慰
金
等
支
給
事
業
費
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
座
間
市
一
般
会
計

補
正
予
算
の
災
害
弔
慰
金
等
支
給

事
業
費
は
、
火
災
等
に
対
す
る
見

舞
金
の
増
額
措
置
で
す
が
、
今
年

度
の
見
舞
金
の
現
状
及
び
近
年
の

支
給
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

４
月
に
２
人
世
帯

１
軒
が
全
焼
し
５
万
円
、
５
月
に

２
人
世
帯
２
軒
、
１
人
世
帯
１
軒

が
全
焼
し
13
万
円
、
合
計
18
万
円

の
見
舞
金
を
支
給
し
、
当
初
予
算

16
万
円
と
の
差
額
２
万
円
は
予
備

費
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
近
年
の

支
給
状
況
は
、
平
成
26
年
度
が
10

万
円
、
平
成
27
年
度
は
支
給
が
な

く
、
平
成
28
年
度
が
14
万
円
で
す
。

ざ
ま
明
進
会
（
松
橋　

淳
郎　
議
員
）

ま
す
。

　

環
境
経
済
部
長　

地
下
水
位
の

変
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
３

月
か
ら
６
カ
所
で
常
時
観
測
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
観
測
開
始
か
ら

今
日
ま
で
目
標
地
下
水
位
は
維
持

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
部
長　

平
成
30
年
度
か
ら

都
道
府
県
単
位
化
に
よ
り
財
政
運

営
の
責
任
主
体
を
県
が
担
う
こ
と

に
な
り
、
ま
た
、
県
と
県
内
市
町

村
が
と
も
に
国
民
健
康
保
険
の
保

険
者
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

県
市
町
村
準
備
会
議
に
お
い
て
神

奈
川
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針

を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
制
度
改

革
検
討
部
会
に
お
い
て
事
務
処
理

の
標
準
化
、
効
率
化
や
都
道
府
県

単
位
化
に
伴
う
資
格
給
付
な
ど
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。
さ

ら
に
国
か
ら
示
さ
れ
る
仮
係
数
に

基
づ
き
、
国
保
事
業
費
納
付
金
、

標
準
保
険
料
率
の
試
算
を
行
い
、

そ
の
後
、
国
か
ら
示
さ
れ
る
本
係

数
に
基
づ
く
国
保
事
業
費
納
付
金
、

標
準
保
険
料
率
の
算
定
結
果
を
踏

ま
え
、
保
険
税
率
の
改
定
、
見
直

し
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

の
か
」
と
の
質
疑
に
「
現
在
審
査

中
で
あ
り
、
特
に
見
込
み
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

福
祉
部
所
管
事
項
、
災
害
弔
慰

金
等
支
給
事
業
費
に
つ
い
て
「
災

害
弔
慰
金
の
金
額
は
」
と
の
質
疑

に
「
座
間
市
り
災
者
見
舞
金
支
給

要
綱
に
規
定
が
あ
り
、
見
舞
金
の

金
額
は
、
全
焼
、
全
壊
ま
た
は
流

失
に
つ
い
て
は
、
１
人
世
帯
の
場

合
は
３
万
円
、
２
人
以
上
の
世
帯

は
５
万
円
、
半
焼
、
半
壊
に
つ
い

て
は
、
１
人
世
帯
の
場
合
は
２
万

円
、
２
人
以
上
の
世
帯
は
３
万
円

で
す
。
ま
た
、
床
上
浸
水
等
に
つ

い
て
は
、
１
世
帯
当
た
り
１
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

環
境
経
済
部
所
管
事
項
、
地
下

水
位
常
時
観
測
事
業
費
に
つ
い
て

「
市
内
に
６
台
の
地
下
水
位
計
が

設
置
し
て
あ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

環
境
的
変
化
が
あ
る
中
で
、
今
後
、

増
設
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
」
と

の
質
疑
に
「
水
位
計
６
カ
所
の
設

置
場
所
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
中

央
部
が
抜
け
て
い
ま
す
。
専
門
家

の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
中
央
部
に

つ
い
て
、
井
戸
設
置
の
必
要
を
含

め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、「
地
下
水
位
を
含
め
、

他
の
機
器
等
の
中
長
期
的
な
保
全

計
画
を
立
て
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

今
後
ど
の
よ
う
な
方
式
で
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
し
て
い
く
の
か
」
と
の

質
疑
に
「
機
械
も
の
な
の
で
、
10

年
以
上
た
っ
て
も
全
く
問
題
な
く

動
い
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
６
、
７
年
で
部
品
の
経
年

劣
化
か
ら
壊
れ
て
く
る
も
の
も
あ

る
の
で
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

こ
と
が
一
番
よ
い
の
か
を
課
内
で

議
論
を
し
て
い
る
最
中
で
す
。
そ

の
中
で
、
一
番
よ
い
保
全
対
策
を

選
択
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
30
号　

平
成
29
年
度
座

間
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

一
般
管
理
経
費
に
つ
い
て
「
県

と
の
会
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
」
と

の
質
疑
に
「
今
後
、
夏
か
ら
秋
ご

ろ
を
め
ど
に
神
奈
川
県
国
民
健
康

保
険
運
営
方
針
を
決
定
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
国

か
ら
示
さ
れ
る
平
成
30
年
度
以
降

の
法
規
や
政
省
令
を
踏
ま
え
て
、

国
保
事
業
費
納
付
金
や
標
準
保
険

料
率
の
試
算
を
行
い
ま
す
。
そ
の

後
に
、
仮
係
数
が
示
さ
れ
ま
す
の

で
、
そ
れ
に
基
づ
く
試
算
を
行
い
、

最
後
に
本
係
数
が
示
さ
れ
ま
す
の

で
、
そ
の
算
定
結
果
を
踏
ま
え
て

保
険
税
な
ど
の
検
討
、
決
定
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
31
号　

財
産
の
取
得
に

つ
い
て

　

「
前
定
例
会
に
お
い
て
示
さ
れ

た
繰
越
明
許
費
と
の
差
額
は
」
と

の
質
疑
に
「
高
度
救
命
処
置
用
資

機
材
を
搭
載
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
別
契
約
を
行
う
予
定

で
す
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
請
願
第
１
号
、
陳
情
第
２
号
、

第
３
号
は
６
面
参
照

▽
議
案
第
32
号　

市
道
の
路
線
の

認
定
に
つ
い
て

　

「
市
道
栗
原
中
央
１
８
３
号
線

の
隅
切
り
が
１
カ
所
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
経
緯
で
そ
う
な
っ
た
の

か
」
と
の
質
疑
に
「
座
間
市
道
路

用
地
等
の
寄
附
に
関
す
る
取
扱
要

綱
に
従
い
、
片
側
隅
切
り
の
場
合

は
隅
切
り
長
さ
が
４
ｍ
と
規
定
が

あ
り
、
基
準
に
適
合
し
て
い
ま

す
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
陳
情
第
12
号
、
第
13
号
は
６
面

参
照

　

▽
６
月
２
日　

開
会
、
会
期
決

定
、
会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
陳

情
の
取
り
下
げ
、
議
員
提
出
議
案

上
程
・（
提
案
説
明
・
質
疑
・
委

員
会
付
託
・
討
論
）
省
略
・
採
決
、

議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・

委
員
会
付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、

議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
総
括
質

疑
・
委
員
会
付
託
、
請
願
及
び
陳

情
上
程
・
委
員
会
付
託
、
報
告
上

程
・
質
疑

　

▽
６
月
９
日　

一
般
質
問

　

▽
６
月
12
日　

一
般
質
問

　

▽
６
月
13
日　

一
般
質
問

　

▽
６
月
26
日　

委
員
会
審
査
報

告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
、
議
案

上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員

会
付
託
省
略
・
討
論
・
採
決
、
議

員
派
遣
、
議
員
提
出
議
案
上
程
・

提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託

省
略
・
討
論
・
採
決
、
議
員
提

出
議
案
上
程
・（
提
案
説
明
・
質

疑
・
委
員
会
付
託
・
討
論
）
省

略
・
採
決
、
閉
会

　

な
お
、
質
疑
、
総
括
質
疑
、
討

論
は
、
次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

議
案
第
28
号
に
対
す
る
質
疑

（
６
月
２
日
）

　

加
藤
陽
子
（
会
派
に
属
さ
な
い

議
員
）、
守
谷
浩
一
（
日
本
共
産

党
）


